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研究成果の概要（和文）：キクイムシ類（ナガキクイムシ科及びキクイムシ科）はコウチュウ目の大きな分類群
に属し、多様な生活史を持つ昆虫として知られている。本研究では、ブナ及びコナラの樹幹を利用するキクイム
シ類の時間空間的な群集特性を、種数・個体数・繁殖成功度を用いて明らかにした。ブナ・コナラとも樹幹全体
をキクイムシ類が利用しており、キクイムシ類は森林の高さと樹幹の腐朽段階に応じて、時間空間的にニッチを
分割していると考えられた。両樹種において、雌のみで評価した繁殖成功度に種間差は見られず、利用可能な資
源が十分存在すれば、密度や繁殖システムにかかわらず、何れのキクイムシ類も高密度になる可能性が示唆され
た。

研究成果の概要（英文）：Ambrosia beetles (Scolytidae and Platypodidae) are large taxonomic groups in
 Coleoptera, with diverse breeding systems (e.g. polygamy, and monogamy) and large variations in 
density (e.g. common and rare species、including insect pests). In this study, seasonal and spatial 
dynamics of ambrosia beetles on Fagus crenata and Quercus serrata were analyzed from number of 
species, individuals, and fitness. All the trunks from bottom to top were utilized, suggesting that 
the differentiation of the species niches at 10 and 11 species in ambrosia beetles occurred to the 
height of trees and the degree of decomposition on Fagus crenata and Quercus serrata, respectively. 
There were no difference of fitness evaluated per female among the species on Fagus crenata and 
Quercus serrata, indicating that all the ambrosia beetles, regardless of density and reproductive 
systems, potentially would be high density when available enough resource is provided.

研究分野： 森林生態学,昆虫生態学、個体群生態学、応用昆虫学
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１．研究開始当初の背景 
	

１９８０年代以降、ブナ科樹木の萎凋枯死

（いわゆるナラ枯れ）が西日本を中心に全国

で急激に拡大し、コナラやミズナラ等で大き

な被害をもたらしていることは周知の事実

であり、多数の研究者がその原因究明や被害

防除に関する研究を精力的に行っている

（e.g.	鎌田	2002;	小林	&	上田 2005）。ブナ

科樹木の萎凋枯死に関連するキクイムシ類

（キクイムシ科及びナガキクイムシ科キク

イムシ）の研究から、菌嚢・体表等に付着し

ている Raffaelea	quercivora	が病原性を持

ち、R.	quercivora の高密度接種により、健

全木が萎凋枯死することが確かめられてい

るが（e.g.	伊藤他	 1998;	黒田・山田	

1996;	Kinuura	&	Kobayashi	2005）、コナラ・

ミズナラなどブナ科樹木の萎凋枯死に関す

る研究は、カシノナガキクイムシと R.	

quercivora２者のみに力点が置かれている。

しかし、R.	quercivora は、カシノナガキク

イムシの菌嚢から必ず分離されるわけでは

なく(e.g.	Endo	2011)、菌嚢にある酵母類を

主な餌としていると考えられており

(Kinuura	2002)、カシノナガキクイムシと R.	

quercivoraの関係は、両者の利得が解明され

ておらず、現在のところ共生関係とは断定さ

れていない。加えて、ナガキクイムシ科では

カシノナガキクイムシ以外に病原性の強い

病原菌との共生・随伴関係はほとんどなく

(小林	&	上田 2005)、ブナ科樹木の萎凋枯死

が R.	quereivora高密度接種によってのみ生

じることを考慮すると、ブナ科樹木の萎凋枯

死のメカニズムが完全に解明されてはおら

ず、他の要因も関与していると考えるのが妥

当である。しかし、不思議なことに、正確な

種同定に基づく、ブナ科キクイムシ類群集及

び共生・随伴菌群集の詳細な長期野外研究は、

世界中でほとんど行なわれておらず、ブナ科

樹木の萎凋枯死の有効な対策も現在まで見

つかっていない。ブナ科樹木の萎凋枯死の詳

細なメカニズム解明は、防除法を構築する上

で不可欠であり、ブナ科樹木要因を確定する

ためには、カシノナガキクイムシと R.	

quereivora の関係のみに着目するのではな

く、萎縮枯死病が発生している樹種と発生し

ていない樹種の比較を通じ、樹木・キクイム

シ及び共生•随伴菌群集の相互関係に関する

野外研究及び共生・随伴菌の接種実験を行い、

ブナ科樹木の萎凋枯死が起るメカニズムの

詳細を明らかにし、要因を確定することが、

確実かつ唯一の有効な方策である。	
	 ブナ科樹木の大規模な萎凋枯死では、西日
本を中心に天然林の主要構成樹種であるコ
ナラやミズナラが急速に減少しており、生態
系のバランスが崩壊しつつある。近年のシカ

類増加により残存木実生が摂食されている
現実を考えると、ブナ科樹木の萎凋枯死が日
本の森林生態系に与える影響は甚大であり、
ブナ科樹木の萎凋枯死のメカニズム解明と
対策は、森林科学分野における重要かつ緊急
の課題の１つであり、応用上も不可欠な森林
科学基礎研究である	
 
２．研究の目的 
 
ブナ科樹木を利用するキクイムシ群集と共

生・随伴する複数種の菌類の時間的•空間的相

互関係に着目し、萎凋枯死が起きているブナ

科樹木と起きていないブナ科樹木の比較を通

じて、それら複数種のキクイムシ類•菌類がブ

ナ科樹木の萎凋枯死に与える影響を定量的に

明らかにし、ブナ科樹木萎凋枯死のメカニズ

ムを、樹木・キクイムシ群集・菌類群集の相

互関係から解明する、森林科学分野の実証研

究である。	

 
３．研究の方法 
調査目的	

ブナ科樹木の萎凋枯死を起こしていない

ブナと萎凋枯死を起こしているコナラを

対象に、キクイムシ類の時間的空間的群

集動態と共生・随伴菌の詳細な実態解明

を通じてのブナ科樹木の萎凋枯死のメカ

ニズムの解明	

野外調査	

季節変化•樹木垂直構造に着目した、キク

イムシ類の群集構造・動態解明	

カシノナガキクイムシが多数発生している b
ブナ科樹木に、樹上調査用足場を地上１０m
の高さまで設置する。１０本のコナラのうち、

５本は、地上から５０cm程度の部分から、部
分的に巻き枯らしを行い衰弱させ、幹に存在

する全てのキクイムシ類の穿孔穴に、個別ト

ラップを設置し地上高を記録した上で、２週

間に一度、全てのトラップをチェックし、キ

クイムシ類が捕獲された場合は、日時の記録

とともに全てのキクイムシ類の標本を作製す

る。キクイムシ類標本は、種レベルの正確な

同定後、得られたデータを用いたデータベー

スを作成し、適宜、キクイムシ群集の時空間

的動態及び構造の解析（構成種の季節動態・

脱出数／高さ・性比・繁殖成功度等）を行う。 
室内•野外実験	
分子遺伝学的手法を用いた、キクイムシ菌
嚢・体表の共生・随伴菌群集の解明病原性が
ある菌類の分離培養及び接種実験による共
生・随伴菌の病原性検査	
	
４．研究成果	
	

現在までに得られている主要な研究成果は以



下の通りである。	

	

１）ブナの調査から、ヤチダモノナガキクイ

ムシは、カギナガキクイムシとシナノナガキ

クイムシよりも高い樹幹部位を利用していた。

さらにヤチダモノナガキクイムシは、生存木

と枯死木を利用した一方、カギナガキクイム

シとシナノナガキクイムシは、枯死木のみを

利用したことから、ヤチダモノナガキクイム

シがキクイムシ類群集の遷移初期種として、

樹幹上部を利用していると考えられた。ブナ

では、コナラよりもキクイムシ類の個体数密

度が低く、時間空間的なニッチの重複度が小

さいことが示された。	

２）コナラの調査から、カシノナガキクイム

シとヨシブエナガキクイムシを含む 11 種が、

同時期に繁殖を開始しており、キクイムシ類

群集の遷移初期種として、樹幹全体を同時に

利用すると考えられた。それら１１種のうち、

ヨシブエナガキクイムシを含む６種は、遷移

後期にも出現していたため、それら 6 種は、

広範囲の腐朽段階の資源を利用可能であると

考えられた。さらに、コナラではブナよりも

キクイムシ類の時間空間的なニッチの重複度

が大きいものと考えられた。	

３）心材と辺材が形成されるコナラの樹幹割

材調査では、カシノナガキクイムシを含め、

５科９種の甲虫が捕獲された。材内の孔道の

分布状況と孔道直径から、ルイスホソカタム

シがカシノナガキクイムシの主要な天敵の１

つであると考えられた。また、孔道直径から、

材内における孔道の分布状況を推定した結果、

ヨシブエナガキクイムシは心材を、カシノナ

ガキクイムシは辺材を主に利用すると考えら

れた。従って、コナラを利用するキクイムシ

類では、材質に応じたニッチ分化が生じてい

ると推察された。	

４）ブナ林にて２年間、コナラ林にて３年間

に渡り、エタノールトラップ法による調査を

行った。両調査地において、ザイノキクイム

シ族が、総捕獲個体数の７０％以上を占めた。

このことから、ザイノキクイムシ族キクイム

シ類は、エタノールに誘引される傾向が強い

と考えられた。また両調査地において、いず

れの年でも、５月に捕獲される種数が最も多

く、エタノールトラップ法は、春に用いると

有効であることが示唆された。	
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